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魔女の谷 AMPネコバス
（試作車）

映画『魔女の宅急便』、『ハウルの動く城』などに描かれてい
るヨーロッパ風の空間をイメージし、「オキノ邸」と庭園、「ハ
ウルの城」と荒地、「レストラン棟」等を整備します。

スタジオジブリの作品に登場するキャラ
クター「ネコバス」をイメージした車両。

　令和5年9月定例愛知県議会が、9

月27日から10月19日までの会期で

開かれ、総額158億余円の一般会計

補正予算案を始め、条例の一部改

正、人事案件など15の議案を集中

的に審議し、可決成立させました。

　今回の補正予算には、6月2日の大

雨で被災した農業者への支援、愛知

芸術文化センター及び県陶磁美術

館の活性化を図る基本計画の策定、

技能五輪全国大会・全国アビリンピ

ックの3年連続開催に向けた取組、愛

知の「休み方改革」を全国に発信し、

日本全体の観光需要平準化を促進

する取組などが含まれています。

　予算以外の議案では、あいち森と

緑づくり税条例の一部を改正し、森

林里山林や都市の緑の適正な整備

保全を、引き続き実施するための財

源を確保するなどします。また、「地方

財政の充実・強化について」、「ギャン

ブル等依存症対策の強化について」

含め5件の意見書を国に提出すると

ともに、昨年度の決算を審議する2つ

の特別委員会が設置され、今後、集

中的に審議がなされます。

　県議会建設委員会にて質問しまし

た。建設業界も深刻な人手不足、高

齢化、上がらぬ賃金など多くの課題

があります。今後、建設業界の体質を

改善し、国土のインフラの老朽化に

どう対応していくのか聞きました。　

　建設業も時間外労働の上限規制

問題だけではなく、全体の魅力向上

に努め、人材を確保していかなけれ

ばなりません。また、現状に沿った効

率化を進め、生産性を向上させて

いく。インフラ整備には、ICT建機の

活用や維持管理におけるドローンな

どの活用をしていく。WEBを活用し

た書類の情報の共有や遠隔管理も

進めて行きますとの回答がありました。

　昨年11月1日に開園した第1期3エ

リアに続き、第２期２エリアの開園日

が、「もののけの里」は今年11月1日に、

「魔女の谷」は来年3月16日に決定し

ました。この新たなエリアの開園に伴

い、ジブリパークの面積は現在の3.4

ヘクタールから、7.1ヘクタールへ倍

増し、楽しさもさらにグレードアップし

ます。また、「魔女の谷」のオープンに

合わせ、「魔女の谷」の北側にある山

の斜面に、「魔女の谷のみえる展望台」

やバリアフリー経路としての昇降設備

の整備を進めています。

　さらに、トヨタ自動車株式会社など

民間企業４社と県は、トヨタ自動車株

式会社が開発した電動低速モビリテ

ィ「AMP」を活用し、愛・地球博記念公

園内において、スタジオジブリの作品

に登場するキャラクター「ネコバス」を

イメージした車両「AMPネコバス」を、

　明治５（1872）年11月27日に、当

時の愛知県と額田県が合併し、「現

在の愛知県」が誕生しました。

　県では令和４（2022）年の県政

150周年を機に、11月27日を「あい

ち県民の日」とする条例を定めました。

また、「あいち県民の日」までの１週間を

「あいちウィーク（11月21日～27日）」と

し、県内各地で公共施設などを割引

や無料で利用できたり、イベントなど

が開催されます。この「あいちウィーク」

は、ワーク・ライフ・バランスの充実と

生産性向上による地域経済の活性化

を目指した「愛知県休み方改革プロ

ジェクト」の一環として取り組むことと

しています。このプロジェクトでは、こ

のほか、家族と子どもが一緒に過ご

せる仕組みづくりを進めるため、「県

民の日学校ホリデー」と「ラーケ－シ

ョンの日」を創設することとしていま

す。「県民の日学校ホリデー」は、「あ

いちウィーク」期間中の平日１日を、

学校や市町村が指定して学校休業

日とすることとしています。

　また、「ラーケーションの日」は、学

校外での体験や学びの活動を、子ど

もが保護者等と一緒に計画し、平日

に実行できる日で、９月１日以降、準

備の整った地域・学校から、順次スタ

ートしています。

今年度内に運行開始することとしま

した。愛・地球博記念公園は、昨年11

月のジブリパーク開園以来、平日で

も多くの来園者で賑わっており、公共

空間におけるモビリティサービスの

新たな可能性を見出す場として、最

適な環境を有しています。引き続き、

より多くの皆様に楽しんでいただけ

るよう、愛・地球博記念公園の魅力向

上に、しっかりと取り組んでまいります。

苦境を乗越え反転攻勢で強靱
な愛知づくりを目指します！

ジブリパーク第２期の「もののけの里」
「魔女の谷」２エリアが開園します！

あいち県民の日をはじめ
「休み方改革プロジェクト」

建設業界でも深刻な人手不足！
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皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。日頃からのご支援にこころから感謝申し上

げます。コロナの感染症法上の扱いも2類から５類に変更され、平穏な日常が取り戻されるか

と思っていたところ、9月になりコロナが感染拡大して、第９波の到来となりました。最近ではインフルエンザも流行

するなど、より深刻な状況が続いています。学級閉鎖も多く、しっかりと対策しなければなりません。

　私ども国民民主党も、党の代表を決める代表選挙が行われ、前原誠司、玉木雄一郎両候補の一騎打ちになりまし

たが、玉木雄一郎代表の続投となりました。改革中道政党として、日本国のためにどうするべきか、政府与党に、是々

非々で論戦を臨んでいかなければなりません。今後とも、皆様のご指導、ご支援宜しくお願いします。

▲国民民主党の代表選で、前原誠司候補、玉木雄一郎候補、田村まみ選管代表が名古屋駅にて街頭演説

秋も深まり、朝夕が肌寒くなりました。

C Studio GhibliC Studio Ghibli

「あいちウィーク」期間中の平日1日を学校休業日とします。（名古屋市は、11月 24日です）

あいち県民の日
アンバサダー 河村 花
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愛知県政のいまがわかる情報誌

新 政 あ い ち 県 議 団
国民民主党愛知県第2区総支部

11月18日（土）
12月16日（土）
両日共にAM10:00よりPM5:00まで

富田昭雄事務所：052-760-2299まで

※事前にご予約をお願いします。

日本の農業を考える

　日本では、2006年12月、超党派による議
員立法により、「有機農業推進法」ができま
した。この法律に基づき、最近、農水省は「み
どりの食料システム戦略」を策定し、2050年
までに、有機農業の取り組み面積の割合を
25％まで拡大することを目標に掲げました。
ただ現在は、0.6％に過ぎず、有機農法取り
組み面積は世界最低で中国よりも低いので
す。だから、この目標を達成するのは容易な
ことではありません。世界的には野菜やコメ

だけでなく、ワイン、木綿と加工品に広がっ
ているオーガニックブーム。ところが、日本の
有機農業は、欧米はもちろん中国に比べて
も普及が遅れている。しかしながら、農家や
自治体がユニークな取り組みを続ける地域
はあります。行政や流通の工夫がもう少しあ
れば、日本が有機農業後進国から浮上でき
るはずと専門家は期待しています。例えば、
街ぐるみで有機農業に取り組み、街のフレン
チやイタリアンレストランとも連携し有機野

菜を拡販しています。また、有機米の普及を
給食からと掲げる自治体が相次ぎ、面積拡
大に、ＪＡと連携を図っています。愛知県も
同様の動きがあり、名古屋市や大府市、東
郷町など14市町村の小中学校で、オーガニ
ック給食の取り組みが始まっています。子供
たちにも、安心して美味しい給食を食べてほ
しいものです。愛知県が益々市町村ごとに有
機農業の活発な取り組みが拡がっていくよ
う支援しなければなりません。

世界的なオーガニックブーム 日本の有機農産物市場は小さい

国民民主党の学生部による、街頭活動があり
名古屋駅のゲートタワー前で参加しました。

8月 11日（金）

富田後援会「一期一会の会」例会を、田村まみ
参議院議員を講師に迎え開催、53名参加です。

8月 24日（木）

「あいち民主」会派の私学振興議員連盟で、蒲
郡市の全寮制の海陽高校を視察しました。

9月 25日（月）

名東区よもぎ学区の運動会が開催され、開会
式にお邪魔しました。4年ぶりの開催でした。

10月 1日（日）

第12回UAゼンセン愛知県支部の定期大会が、
東急ホテルでありご挨拶させて頂きました。

10月 11日（水）

　全国に影響力を持つ観光業界のオピニ
オンリーダー等と連携し、愛知県「休み方改
革」プロジェクトの取組を広く発信すること
で、県外にも「休み方改革」を通じた観光需
要の平準化を促していきます。
◆知事と観光業界オピニオンリーダー等との対
談の実施及び雑誌への掲載 ◆「愛知特集」の
制作 ◆啓発用冊子の作成・配布

「休み方改革」を全国に発信し、
観光需要平準化を促します。

2023日台観光サミット in 愛知

「ラーケーションの日」を導入！
家族で活動をする機会をつくる

高級ホテルの立地促進について

名古屋市エスカレーターの安全
な利用の促進に関する条例施行

「愛知デジタルヘルスプロジェクト」
を立ち上げ、強力に推進！

問合せ先／
県観光コンベンション局観光振興課企画グループ
電話（０５２）９５４―６７９８（ダイヤルイン）

問合せ先／
名古屋市スポーツ市民局生活課
電話（０５２）222―9679（ダイヤルイン）

問合せ先／
県経済産業局イノベーション企画課推進第一グループ
電話（０５２）９５４―６７８８（ダイヤルイン）

問合せ先／
県観光コンベンション局国際観光コンベンション課
イベント・コンベンショングループ
電話（０５２）９５４―６７８８（ダイヤルイン）

問合せ先／
県教育委員会高等学校教育課生徒指導グループ
電話（０５２）９５４―６７８４（ダイヤルイン）
県教育委員会義務教育課教科指導・人権教育グループ
電話（０５２）９５４―６７９９（ダイヤルイン）

　９月７日から10日まで、日本と台湾の観
光交流の促進と、交流人口の拡大を目指
して双方の旅行業界・観光業界のトップが
集う「2023日台観光サミットｉｎ愛知」が
開催されました。我が国での開催は、４年
ぶりとなります。サミットの中核となる８日
の国際会議には知事も出席し、期間中に
は、県の主催により、交流会やエクスカー
ション等を実施しました。
　エクスカーションでは、ジブリパークや
リニア・鉄道館、犬山城などを巡るコース
を体験していただき、愛知県の多彩な観光
資源を台湾の旅行業者等の皆様にＰＲし
ました。今後も、アフターコロナにおけるイ
ンバウンド需要の取り込みに向けて、しっ
かりと取り組んでまいります。

　保護者の平日休みに合わせて子どもが
学校を休み、家族で活動をする機会をつく
る新しい制度「ラーケーションの日」を導
入。ラーケンションは、「ラーニング(学習)」
「バケーション(休暇)を組み合わせた造語
で、年3日は休みを取得でき、欠席扱いに
ならない。授業をうけられなかった子ども
は、家庭で自習することになり、事前に休
む日取りを学校に届ければ家族で旅行に
出かけられる。親の業種や職種によって祝
休日が仕事の場合が一緒に過ごす時間が
つくりづらく、また、祝休日に一斉に休む習
慣が観光需要を集中させ、質の高い休暇
を楽しめないという問題意識もあります。

問合せ先／
県観光コンベンション局国際観光コンベンション課
イベント・コンベンショングループ
電話（０５２）９５４―６３７３（ダイヤルイン）

　愛知県では、名古屋市と連携し、ハイレ
ベルな国際会議の開催や海外の富裕層旅
行者等の誘致に資するとともに、地域のブ
ランド力を向上させるため、高級ホテルの
新設に対する補助制度を2020年度に創
設しています。2026年のアジア競技大会・
アジアパラ競技大会の開催までに、この制
度を活用した３つのホテルが名古屋市内
に順次開業する予定であり、その第１号と
なる「TIAD，オートグラフ コレクション」
が、７月１日にオープンしました。
　今後は、「エスパシオ　ナゴヤキャッス
ル」が2025年春に、「コンラッド名古屋」が
2026年８月に、それぞれ開業する予定と
なっています。いずれのホテルも、国賓級
の要人に対応できるスイートルームやバン
ケットルームなどを備えており、本県への
ＭＩＣＥやインバウンドのさらなる誘致に、
大きな力となってくれるものと期待してい
ます。引き続き、高級ホテルについて、一層
の立地促進を図ってまいります。

　10月1日より『名古屋市エスカレーター
の安全な利用の促進に関する条例』が施
行しました。名古屋市内でエスカレータ
ーを利用する場合、左側右側にかかわら
ず、段上では立ち止まることを義務付けま
す。交通各社や商業施設などエスカレー
ターの設置者、製造や点検にも、立ち止ま
り利用の周知啓発を義務付けます。同様
の条例は埼玉県に続き全国２例目。現状
はまだ右側を歩いている方いますが、罰
則規定のない条例がどこまで浸透する
か工夫が求められそうです。

●観光庁長官事登録旅行業第 1988号 株式会社ツーリストトップワールド
●申込み締切/11月14日（火）

11月28日（火） 2月18日（日）

富田昭雄と行く

 秋の紅葉
富田昭雄と行く富田昭雄と行く

●参加費 大 人 9,800円
                 

南禅寺天授庵の紅葉

11月23日（祝）

「雲を愛する技術」
国民民主党愛知県２区総支部主催

特別フォーラム いちご狩りと豊川稲荷

※バス代・昼食代・雑費含む。お子様は保護者同伴で
お願いいたします。昼食時の飲み物代は各自負担。

荒木氏は、空に浮かび、刻々と姿を変える雲の事を、雲研
究者として数々のテレビ番組で雲についてわかりやすく
解説し、映画「天気の子」の気象監修も行った方です。

旅行企画・実施
●愛知県知事登録旅行業 第 3-1518 号 ワイトラベル株式会社

●申込み締切/2月5日（月）

●参加費 大 人 9,800円
                 ※バス代・昼食代・雑費含む。お子様は保護者同伴で
お願いいたします。昼食時の飲み物代は各自負担。

旅行企画・実施

　「Ａｉｃｈｉ－Ｓｔａｒｔｕｐ戦略」に基づ
き、ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉプロジェクトを推進
しています。その取組の一環として、超高
齢社会の課題解決に向けて、国立長寿医
療研究センターを中核とした産学官連携
による共同研究やスタートアップ等との連
携による新たなビジネスモデルの創出の
支援に取り組んでいます。新たなヘルスケ
アサービス・ソリューションの創出を目
的として、「あいちデジタルヘルスプロジェ
クト」の立ち上げに向け、国立長寿医療研
究センター及び民間事業者４社と連携協
定を締結しました。コンソーシアムを設立
しメンバーと手を携え、「あいちデジタル
ヘルスプロジェクト」を強力に推進し、超
高齢社会の課題を解決するとともに、この
地域の経済の活性化にもつながるイノベ
ーションを次々に生み出してまいります。

雲研究者
気象庁気象研究所研究官

荒木健太郎氏
10:00～11:30（受付9:30～）
場所／名東区役所「講堂」

日時／

参加無料
申込不要
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